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の
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5月5日(端午の節句)，JAよってネ市において端午の

節句特市が開催されました。市では，金太郎すもう大会，

童謡お手玉競技会，恐竜もちつきなどが行われ，約800

人の人たちでにぎわいました。� 
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⑩⑧⑨ (世帯数) 2，052戸� (人口)男� 3，524人女�  3，816人計�  7，340人� (平成8年4月末日現在) 

(出生)男2女O計2 死亡)男4女2計6 転入)男20女26計46 (転出)男22女13計35

⑨⑧ 広報かつうら� 6月号第312号平成8年6月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TE L (08854)2-25 (代)FAX2-3028 

MUS04
テキストボックス
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6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

重
点
目
標
に
掲
げ
、
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

六
月
一
日
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人
権
擁
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日
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、
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行政相談委員に

高橋嗣男さん

当町担当の行政相談委員として，高橋嗣男

さんが新たに総務庁長官から委嘱されました。

役所等の仕事について，苦情や意見・要望

のある方は，行政相談委員又は徳島行政監察

事務所へお気軽にお申し出ください。� 

0行政相談委員 高橋嗣男さん

住所勝浦町大字三渓字上小川37番地

電話� (08854) 2-3502 

回

O徳島行政監察事務所

住所徳島市徳島町城ノ内� 6番� 6号

徳島地方合同庁舎(5階)� 

電話 (0886) 52-1100 
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復信の表 往信の裏

学校 ・大学開放
-申込締切日は当日必着です。� 

• 1回の学習時間は� 3時間です。ただし，鳴門第一高校は� 2時間です。

講座開設校
(開講日順)

講 座 ア マ

開 講期 間開始時期回数

募集

定員

申込

締切

1 徳島中央高等学校� 
アプリケー ションソフトの利用� 

6/2以土)~ 8/31凶� 13 : 30~ 10回� 
30 

6 /14 

G封

2 和晃編物専門学校� 
手編とファ ッシ ョン・スァンシル� 

6 /2民土)~11/1C畑 ) 13 : 30~ 10回
30 

6 /14 
告白

3 小松島西品等学校� 
ワー プロ入門� 

7 / 1(月)~ 7/2'd月)18: OO~ 10回
30 

6/14 
値目� 

4 専門学校穴吹カレ ッジ� 
W indows95の概要と便利な機能� 

7 /2'ð月)~ 8 / 2幽 18: OO~ 10回� 
30 

7 / 5 

G的

5 鳴門第一高等学校� 
やさし い英会話� 

8/2倒tト12/4(水:)� 18: 30~ 15回� 
30 

8 /16 

G的

6 聾 字 校� 
より良いコミュニケ ションを目指して� 

8/31仕)~12/21は)� 13: 30~ 10回
30 

8 /16 
自白

7 阿南工業高等学校� 
ソフトを使ってパソコン入門� 

9 /1民的~10/17(木)� 18: OO~ 10回
30 

自白

8 /23 

8 徳島東工業高等学校� 
は じ めての/"~ ソコ ン 

11/ 5 (;kJ~11/2&:木)� 18: OO~ 10回
30 

告白� 

10/18 

あ
な
た
の
住
所

あ
な
た
の
お
名
前

講座申込書

1受講希望校名� 

2氏 名 �  

3性 別 �  

4年齢�  

5 郵便番号，住所� 

6 電話番号

・お一人で複数校への申込は， ご遠慮ください� 

・電話での受付は，いた しかねます。

申込先

干770-70徳島市万代町1丁目� 1番地

，.t:一人l枚の往復ハガキで申し込んでく ださい。

徳島県教育委員会生涯学習課

学校開放講座担当� (宮0886-21-3146)

受講者の決定方法

・定員を超過した場合は，抽選で受講

者を決定します。


・決定の結果は，いずれの場合もご通 

知します。


・なお，受講を辞退される方は早めに

ご連絡ください。

お問い合わせ

・この講座についてのお問い合わせは
受講対象者

受 講料

申込方法

第 3回総会と懇親会が� 5月25日(土)大阪市内のニ ュー

コクサイホテルにおいて盛大に開催されました。総会

は， 会員� 80名出席のもと勝浦町から出席の川口町長と

西浜前議長の祝辞につづき，平賀会長が議長になり平

成� 7年度の経過報告と会計報告及び平成� 8年度事業

計画と予算についてと，任期満了による役員改選につ

いて議事進行し，この中で8年度活動方針としては，

ふるさと会の組織づく りの五つの部門� (ふるさとイ ベ

ントへの協力部門， ふるさと特産品部門，広報部門，

成人で継続して受講する学習意欲のある方 上記申込先へお願いします。

無料。ただし， 実習材料費等は個人負担です。 ・お問い合わせの時聞は，月曜日から

往復ハガキで申し込んで ください。

右記の様式で必要事項を記入してください。

金曜日までの

午前 9 時~12時，午後 l 時~ 5 時

会員確保部門，役員会・総合部門)の拡充を図ってい

くことが承認されました。

また，役員改選については，平賀会長はじめ全役員

の再任と，新役員として倉越進さん，立石利治さんの� 

2名が選任されました。

総会につづいての懇親会では，この日を楽しみにし

ていた会員それぞれが話の輪をひろげて， うちとけた

交流の場となり， カラオケでは， 日ごろ自慢のr18番」

で一層盛り上がり，なごやかな時間を楽しみました。

最後に会員相互のま

すますの活躍と，ふる

さと会及び勝浦町の発

展を祈念し出席者全員

の力強い万歳で散会し

ました。

平成� 8年5月1日現在

会員数� 207名

司� ~ ;.... ... 

回

MUS04
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学校　大学開放講座受講生募集

MUS04
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近畿かつうらふるさと会だより
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特別区

業用水路等に流されています。

1年間で� 

BOD排出量約20 t 
窒素排出量約4.7 t 

127.8 

骨骨ti骨骨骨骨骨+骨骨骨骨
1.
骨
1

+
T 

-m・・即!íIìJ.!íìI~忌æJiJjl軍1iJ'，.1i.t掴	 先進国の中でも立ち後れて

います。町村と中都市を比

べてみると ，町村部のほう

がさらに後れていることが
E長In~雌車三t.H目~:(妙蓮鬼駐抗献措置臨海軍吉長事国

わかります。

27.8% 


( .. ~喜内\ 
54.7%1:'.~' :- ~ 

¥排水溝/� 

8.7% 26.9% 
1年間で
 

B 0 0排出量約� 2 t 

窒素排出畳約� 1 t 


国土庁農村簡査 ※日ODと1:.微生物が有機物を分解する際に消費する殴曹の量� 

国

⑫
場
向
拶

あしながさんは、あなたの進学を応援しますO 交通安全キャンペーン
ー あしなが育英会一	 を実施

1 事業の目的

あしなが育英会は，保護者等が病気若しくは災害(道路におけ

る交通事故を除く)などで死亡したり，又はそれが原因で著しい

後遺障害のため働けなくな った家庭の子女等に奨学金を貸与して

進学援助を行い，教育の機会均等を図り，社会有用の人材を育成

することを目的としています。
 
2 募集要項 
  
(高校奨学生〉 ・奨学金貸与額月額2.5万円(国公立)，3万円(私立)

・応募資格 現在中学� 3年生(成績不問)

・採用方法 書類審査のみ

・募集人員� 1，500人
・出願期限平成�  8年� 7月31日


〈大学奨学生〉� ・奨学金貸与額 月額4万円(一般貸与)，5万円(特別貸与)

・応募資格 大学l年生 ・大学進学予定者で，優秀な者

・採用方法 書類審査と採用試験(面接と筆記試験) 交通事故死亡ゼロへの願いをこめて� 5月20

・募集人員 予約採用� 300人出願期限� 6月30日

日生名バイパスで交通安全推進協議会のみなさ� (
※お問い合わせは，あしなが育英会まで

干� 102東京都千代田区平河町1-6-8 平河町貝坂ピル ん約34人が「シートベルト着用を」と，キャン

電話� 03-3221-0888 FAX 03-3221-7676 ペーンをf子いました。� 

• 	 -
Ei!!i冨i~包岨Jj~ä~挺11(宅軒) 1，.，5のぐS1::1，.，1::水とか
100 	

4才
〆二F

• 	
No.2 


-:~~~i'If.l覇這亘書~~I!望	 50 

立ちおくれる

農村下水道
 92.5% 87.5% 


強E量宙 「下水道のはなしJ(昭和63年 8月刊)より


守骨骨骨骨+骨骨� 48.2% 


骨骨骨骨骨+骨骨
下水道は古くから世界各地 /ー¥、

骨骨骨骨骨骨骨骨'"� T 26.2% でつくられてきています。

全市町村平均� 下水道のしくみは，私たちiltt it骨骨骨骨骨骨.'' 7.8% 
43.4% が使った後の汚れた水を道 


大都市 中都市 小都市� 路の下などに埋められた下

(2;内(;11匙)(41:24)
•町村部••• 

水管で汚水処理場に運び，

そこできれいな水にして，

自治省 「公共施段状況調査J (平成3年3月現在)より� 川などに放流します。

我が国の下水道の普及率は

大部分の農業集落において.生活雑排水が未処理で農	
今，水質悪化は，農村部で

もめだちはじめています。� 

巴活躍:.:沓畑� ~~ml:.1圃~~網目 

MUS04
テキストボックス
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MUS04
スタンプ



EZ霊園盈:ljl;ffi函

6月あき缶回収日程表

6
月
2
日

全
町
一
斉
清
掃
日
�
 
|

ー

ー

。

い
て
く
だ
さ
い
。

院

(
宮
�
 

¥J  

』
�
 ‘、

�
 

，一一，川

崎

皐

'

回

附

V
E
h
V

d

、
i
L
z'
A

O

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

aaz--司
舵，蹴、

z

へ
�
 

& 


O
)

美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
守
つ
く
り
じ


み
ん
な
で
参
加
を
グ


毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第

全
町
一
斉
清
掃
日
と
し
て
実
施
し
ま

一
日
曜
日
を
町
の
全
町
一
斉
清
掃
日

す
の
で
、
区
長
さ
ん
や
保
健
部
長
さ

と
定
め
、
環
境
衛
生
の
保
全
、
環
境

ん
の
指
示
に
従
っ
て
、
各
地
区
の
実

美
化
の
向
上
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

情
に
合
っ
た
方
法
で
、
二
戸
に
一
人

「
住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
」

は
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
ご
協
力
お

守
つ
く
り
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

今
年
も
六
月
二
日
を
第
一
回
目
の

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ
⑨
ピ
ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の

と

に

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

物

は

入

れ

な

い

で

く

だ

さ

い

。

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ
⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除

れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い

⑨
ア
ル

ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別
⑨
あ
き
缶
に
は
、

ス
チ
ー
ル

・
ア
ル

し

て

く

だ

さ

い

。

ミ

の

表

示

が

あ

り

ま

す

。

�

 

回収日 地区 土暴 所

第

月

曜

日

( 3日)

石原

沼江

掛谷

山西�  

中 角
。

桜 建 壬6又八4 事 手寿 所

沼 江 集� dZLZ 所

控ト ' 小口+ 集� izkz 所 目IJ

J A 生樹比試奈験支場所上保り冷口庫)前
(果

農 キす 婦 人 の 家� 

馬越ゴミフェンス横

第

月
曜
日

(10日)

今山

黒岩

星谷

中山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川 口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 号ロ士ロ 所 横� 

第

月

曜

日

(17日)

生名
。

久国

棚野

ク

。

東 中本 庵

島豆腐屋 さ ん前

久 国 集� iZLZ 所 裏

河川敷ゲートボール場横

パチ ン コ 庖 前 道 路 南 側 �  

大 弁 堰 石年 の 前

第

四

月

曜

日

(24日)

横瀬

。

。

。

イシ

与川内

坂本

ク� 

前 11) 集� iZL Z 所

勝浦郡農協本所

広瀬清 さ ん宅東

小倉新平さん宅前三叉路

!日 農 協 跡 地

勝浦郡農協与川内出張所�  

勝浦郡農協坂本事業所横

t自 防 三ロ士ロ 所 横� 

犬
を
飼
う
場
合
、
生
涯
一
回
の
登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予

防
接
種
を
う
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

は
、
早
急
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
は
役
場
環
境
衛
生
課
、
狂
犬
病
予
防
接
種
は
指
定
獣
医
、

志
波
則
之

(E
O
八
八
五
四
|
五
|
0
0
四
�
 
、
吉
村
動
物
病

八
八
五
三
|
三
|
一
六
七
六
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

しないさせない 犬の登録及び狂犬病

¥d クルマの不正改造 不用犬の 予防接種について/

O

運輸省は，暴走行為，過積載などを目的とした不正 引き取り日
改造車を排除するため，関係省庁の支援と自動車関係

犬の放し飼いは団体の協力を得て 6 月 1 日 ~30日の 1 ヶ月間「不正

改造車を排除する運動」を全国的に展開しています。

特に，さし枠などを装着したダンプカーや車体を極

端に低く改造した乗用車などの不正改造車については，

道路交通の秩序を乱すとともに重大な交通事故を起こ

す恐れがあり，また排出ガスによる大気汚染，験音等

の環境問題を引き起こす原因となるなど，社会的な問

題となっていることから 本運動ではこれら悪質な不

正改造車を排除するこ

とに重点を置いていま

やめましょう 。� 

6月� 5日同� 
6月� 19日(水)

交通事故相談日

日時�  6月25日附

す。 午前10時から午後� 4時まで

(受付時間 午後� 3時まで)この機会にぜひ，不
場所小松島中央会館正改造の防止について
相談員町田 長稔

理解を深めていただき，
※お気軽にご相談ください。その排除にご協力くだ

さい。� 

固

MUS04
テキストボックス
美しく住みよいまちづくりにみんなで参加を　6月2日　全町一斉清掃日

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源　6月空き缶回収日程表
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d田園個個個個個個個園個個園田開園田園田四四国園田園掴圏、�  

図

三主

ま日


j
j 


今 ! 

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

加
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
�
 

の
アー用


l

利
用
カ
�
 ド
の
交
付
を
済
ま
せ
て
く

l
カ
�
 ド
の
更
新
を
行

っ
て
い
ま
す
。

i受賞文芸作品の展示会に� 

i 
 ご応募ください� 

!平成8年度図書館主催行事として

五
月

一
日
の
広
報
か
つ
う
ら
で
既

に
お
知
ら
せ
の
ご
と
く
、
図
書
利
用

手
続
き
は
、
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー

で
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号
を
ご
記

図
書
館
も
開
館
以
来
五
年
余
り
の

歳
月
を
経
て
次
第
に
充
実
し
、
平
成

七
年
度
は
、
三
万
三
千
三
百
四
十
二

本
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
本

・
石
原
地
区
の
方
は
遠
隔
地

の
た
め
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
が
、
充
実
し
た
図
書
、
雑
誌
、

ビ
デ
オ
等
、
有
意
義
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

場

所

議
事
・
日
程

女
講

演九
時
三
十
分
�
 
1
十
時
三
十
分

食
議

事

一
読
振
協

一

総
会
の
お
知
ら
せ

を
添
え
て
図
書
館
へ
申
し
込
み
く

講
師
鈴
江
全
崎
氏

六
月
二
日
�
 
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分

1

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

・
骨

董

の

真

贋

中

島

誠

之

助

で
静
か
な
ブ

我
が
家
の
「
お
宝
」
を
再
吟
味
す

る
手
掛
か
り
に

一
読
し
て
み
ま
せ
ん

ヵ
。図

書
館
行
事
と
休
館
日
�
 

午
前
9
時
初
分
か
ら

講
演
鈴
江
全
陪
氏

を
受
け
る
簡
単
な
も
の
で
す
か
ら
、

お
暇
な
と
き
に
来
館
の
う
え
、
図
書

l

入
い
た
だ
き
、
利
用
カ
�
 ド
の
交
付

申和


人曹カ


はト

冊、� 
V
T
R
は
、
九
千
五
百
四
十
九

お
 l


の
更
早


め

に新 


--¥ 


i
 

i 


f¥  

iよ

8 

8
日
�
 -
日n

-R



-R



l

-
M

ワ
山
門
口
口
�
 u

N
H
K
 

i巴までに県内外において受賞された文化� i 
i芸術作品の展示を行い，勝浦町に咲く文� i 
i化芸術の認識を更に今後の発展高揚� i 
iに役立てればとの主旨で.� 8月20日から� i 

8月30日まで� 2階視聴覚室で開催するこ� i 
iとになりました。� i 
i1文芸部門 (俳句川柳短歌詩) 

i 丸山良章中田ヤス工� i 

2写真部門 錦内淳善中村喜代治� 

3絵画部門 丸関朋子新居晋�  

j 
j 


4書道部門 蔀晶子�  i 
i 今回は，以上の� 4部門で行うことにい� ; 

たしました。既に個々にお話があった方� 

もあろうかと存じますが，故人の作品も� i 
合せて展示いたしたいと思いますので� 

関係のお世話係までこ連絡のうえ，ふるっ� i 
てご出品ください。

i
i
i
i
i

平
成
七
年
度
決
算
報
告

平
成
七
年
度
行
事
報
告

平
成
八
年
度
予
算
(
案
)

平
成
八
年
度
行
事
�
 (案
)
 

会
員
以
外
の
方
も
ふ
る

っ
て
ご
参

O 日

時� 

L.個個個個個欄間回四個 個咽掴曲目園園回国個個園田園田園J 

ro咽園田由咽個個個圃掴 幽幽個個個個個個醐岨幽個個帽晴間、

町内写真展予告� ; 
先に開かれた図書館運営委員会の発案


により，平成9年� 1月下旬に町内写真展


を開催することになりました。
 

-
日
本
骨
董
ぶ
ら
り
旅

-
鑑

定

の

鉄

人

中

島

誠

之

助

史
跡
探
訪
先
に
つ
い
て
お
考
え
く

⑨
⑮
⑧
⑩
⑨
 


入
会
希
望
者
は
年
会
費
、
二
百
円

O O
従来，写真展示会というと，専門家に� 

る芸術作品が主流を成してきましたが，� 

i
i 

今回は誰もが参加できる身近な作品を通� 

して勝浦町の日ごろの生活が感じられる作� 

i品を期待しています。このような主旨に� 

i墓づき，上手下手に関係なくより多くの� g 

i人々の出品を期待していますので，スナ� i 
j j
ップ写真などご準備ください。� 

t曲個個個醐個個個個個個園田園園田園曲四四回園田園個個個J 

安
休
館
日

安
土
曜
子
ど
も
映
画
会

日
本
全
国
各
地
の
骨
董
掘
り
出
し
物

ム
を
呼
ん
で
い
る
。

「
紀
行
的
要
素
」
の
両
面
を
備
え
、

内
容
は
お
た
の
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

読
振
協
総
会

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

午
後
2
時
か
ら
3
時
く
ら
い
ま
で

3
日
・
叩
日
・
口
日
�
 
日

・

初
日

ロ
日
・
羽
目

テ
レ
ビ
で
「
美
術
的
要
素
」
と

回
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図書館だより　図書利用カードの更新まだの人はお早めに
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選¥J 

~J 

見

困

亡
母
あ
ら
ば
百
七
歳
と
思
い
つ
つ
似

て
来
し
部
厚
き
足
の
爪
欝
る

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

詳
〉
若
葉
の
ま
ぶ
し
い
窓
の
下
で

足
の
爪
を
き

っ
て
い
る
作
者
。
足
の

爪
は
手
の
爪
と
ち
が

っ
て
堅
く
部
厚

い
。
重
い
体
重
を
支
え
て
き
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
昔
寝
た
き
り
だ
っ
た
母

の
足
の
爪
を
き
っ
て
あ
げ
た
日
の
こ

と
を
い
ま
思
い
出
し
た
。
お
母
さ
ん

の
足
の
爪
も
部
厚
か
っ
た
。
そ
の
母

が
い
ま
生
き
て
い
る
と
百
七
歳
に
なo 

る
は
ず
だ
。
年
月
の
流
れ
は
早
い

き
父
の
納
骨
終
え
て
一
畏
り
く
れ
ば

た
だ
広
く
見
ゆ
る
花
冷
え
の
部
屋

沼

江

森

脇

光

子

〈
評
〉
お
父
さ
ん
の
四
十
九
日
の
法

要
も
終
り
、
納
骨
を
す
ま
せ
て
帰
っ

て
来
る
と
、
さ
つ
き
ま
で
遺
骨
と
お

花
や
お
供
え
も
の
で
一
ぱ
い
だ
っ
た

部
屋
が
、
い
ま
は
が
ら
ん
と
し
て
広

く
さ
み
し
い
も
の
だ
っ
た
。
「
た
だ
広

く
見
ゆ
る
」
に
父
の
お
骨
が
い
な
く

な
っ
た
こ
と
へ
の
感
慨
が
あ
り
、
花

冷
え
の
季
節
だ
け
に
よ
け
い
部
屋
の

冷
た
さ
を
思
っ
た
の
だ
。

松

並

武

夫

半
回
転
し
た
る
ク
レ
ー
ン
が
岩
肌
を

小
突
け
ば
春
日
の
崖
崩
れ
落
つ

横
瀬
広
安
美
枝
子

〈
評
〉
ク
レ
ー
ン
の
作
動
し
て
い
る

工
事
現
場
の
様
子
を
で
い
ね
い
に
見

て
取
り
よ
い
歌
に
仕
上
げ
て
い
る
。

ク
レ
ー
ン
が
「
半
回
転
し
た
」
と
い

う
見
方
も
正
確
だ
し
、
「
岩
肌
を
小
突

け
ば
」
と
こ
ま
か
い
観
察
が
と
て
も

い
い
。
春
の
日
の
工
事
現
場
の
「
崖

崩
れ
落
つ
」
様
子
が
克
明
に
描
き
出

さ
れ
て
な
か
な
か
巧
み
な
作
品
と
な

っ
た
。

男
の
子
生
ま
れ
ま
し
た
と
峡
の
空
わ

が
も
の
と
し
て
鯉
が
泳
げ
り

横

瀬

日

下

克

子

〈
評
〉
五
月
の
晴
れ
渡
っ
た
空
に
、

腹
一
ば
い
風
を
は
ら
ん
だ
赤
と
黒
の

鯉
の
ぼ
り
が
生
き
生
き
と
泳
い
で
い

る
姿
は
勇
ま
し
い
。
た
し
か
に
峡
の

空
を
「
わ
が
も
の
と
し
て
」
い
る
感

じ
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
鯉
の
ぼ
り
を

立
て
た
く
と
も
男
の
子
の
い
な
い
家

で
は
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
だ
か
ら

「
男
の
子
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
い
う

や
や
自
慢
気
な
こ
の
言
葉
が
よ
く
効

い
た
。

餅
米
を
研
ぐ
手
に
触
れ
る
水
温
く
し

老
父
の
誕
生
日
近
づ
き
し
朝

中
山
溝
内
喜
代
美

〈
評
〉
こ
の
歌
を
読
ん
で
感
心
し
た

こ
と
は
老
い
た
お
父
さ
ん
の
誕
生
日

を
お
ぼ
え
て
い
て
お
赤
飯
(
あ
る
い

は
お
餅
)
を
作
っ
て
お
祝
い
し
て
あ

げ
る
と
い
う
や
さ
し
い
気
持
ち
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
ま
だ
冷
た
い
水
で
も
「
温

く
し
」
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の

だ
。
普
通
な
ら
自
分
の
主
人
や
子
供

の
誕
生
日
を
知
っ
て
い
て
お
祝
い
し

て
も
、
父
や
母
ま
で
は
ネ
。
い
い
お

嫁
さ
ん
。

淡
需
を
藍
む
ら
さ
き
に
刷
か
れ
た
る

三
月
の
山
に
向
か
ひ
て
歩
む

横

瀬

比

留

間

一

血
天
井
歴
史
の
い
わ
れ
知
ら
ね
ど
も

武
将
の
墓
に
花
を
供
え
る

横

瀬

谷

翠

山

明
日
の
こ
と
な
ど
に
関
わ
り
な
き
ご

と
く
大
平
楽
に
妻
は
眠
り
ぬ

中

山

山

下

一
房
雄

安
ら
か
に
眠
れ
る
母
に
紅
さ
し
て
父

が
迎
え
の
旅
路
に
送
る

横
瀬
桜
木
千
代
子

茶
を
摘
み
て
緑
に
染
ま
り
し
掌
の
生

命
線
は
鮮
や
か
に
見
ゆ

沼
江
森
脇
ア
ヤ
子

駅
弁
と
高
松
行
き
の
切
符
買
い
ち
ょ

っ
ぴ
り
旅
人
し
て
る
休
日

横
瀬
岡
本
冨
久
恵

保
証
な
き
暮
し
に
父
は
子
に
向
き
て

公
務
員
に
な
れ
よ
と
言
い
聞
か
せ
お

り

立

川

堀

梅

子

今
日
か
ぎ
り
煙
草
の
む
の
は
止
め
よ

う
と
最
後
の
一
ぷ
く
胸
深
く
吸
う

棚

野

島

つ

と

む

深
々
と
息
を
吸
い
た
り
春
光
に
波
頭

き
ら
め
く
小
鳴
門
の
浜

生

名

柳

田

末

子

幼
な
名
を
呼
び
く
れ
し
老
い
も
逝
き

た
れ
ば
太
田
く
な
り
ゆ
く
吾
の
古
里

棚

野

田

中

茂

子

ひ
と
隅
に
体
寄
せ
合
い
て
春
を
待
つ

冬
の
金
魚
は
水
槽
の
中

棚
野
広
松
ハ
ル
ノ

花
び
ら
の
散
り
て
貼
り
つ
く
車
ゆ
く

若
葉
間
近
き
雨
け
ぷ
る
朝

棚

野

一

楽

靖

子

ま
だ
孫
に
負
け
た
く
な
い
と
気
負
い

込
み
百
人
一
首
に
加
わ
り
て
お
り

横

瀬

平

山
美
千
江

童
謡
を
聞
け
ば
し
み
じ
み
人
恋
し
幼

き
日
の
友
若
か
り
し
父
母

棚

野

殿

川

早

苗

水
際
の
丸
木
橋
わ
た
り
で
野
菜
畠
キ

ャ
ベ
ツ
抱
え
て
川
面
に
笑
う

中

山

栗

城

絹

意
識
な
き
ベ
ッ
ド
の
夫
に
名
を
呼
べ

ば
涙
二
筋
頬
を
伝
わ
る

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

散
る
花
を
笠
に
か
ぶ
り
て
行
き
ず
り

の
遍
路
は
語
る
お
国
な
ま
り
で

中

山

谷

尻

松

雄

館
に
は
花
が
満
開
ひ
な
祭
り
八
千
並

ぶ
貌
々
ま
ぶ
し

横

瀬

錦

内

常

一

ひ
な
祭
り
今
年
も
浦
安
八
回
の
神
子

と
共
舞
い
祝
い
供
え
る

棚

野

英 

ガ
ラ
ス
越
し
真
向
か
ひ
に
見
る
鶴
林

寺
ち
ら
ほ
ら
登
る
白
衣
の
す
が
た

棚

野

幸

山

美

好

電
線
の
百
舌
落
ち
し
ご
と
田
に
降
り

て
何
か
睦
へ
て
い
づ
こ
か
へ
行
く

沼

江

斎

藤

重

子

吉
野
山
奥
千
本
を
訪
ひ
行
か
ば
今
咲

き
誇
る
山
、さ
く
ら
花

坂

本

浦

山

登

代

夫
看
取
り
し
ま
ま
な
ら
ぬ
吾
に
気
使

い
て
合
わ
せ
て
く
れ
し
同
窓
の
集
い

横
一瀬

林

と

み

え

春
嵐
折
ら
れ
し
枝
の
あ
わ
れ
に
も
老

ゆ
れ
ば
自
ら
改
め
ゆ
か
ん

中
角
岡
本
は
つ
え

木
枯
し
の
雲
吹
き
は
ら
う
高
根
よ
り

冴
え
て
も
月
の
澄
み
昇
る
な
り

棚

野

谷

新

太

郎

独
居
に
も
い
さ
さ
か
馴
れ
し
日
毎
な

り
足
り
ぬ
を
常
と
思
い
定
め
し

坂

本

吉

田

邦

忠

(
注
)
こ
の
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
は

短
歌
専
門
誌
の
歌
壇
と
は
ち
が
い
、

広
報
誌
と
し
て
広
く
町
民
の
投
稿
作

品
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
し
た
が
っ

て
専
門
誌
的
な
む
つ
か
し
い
選
や
評

は
避
け
、
町
民
の
方
が
た
の
し
く
読

め
、
誰
で
も
が
投
稿
で
き
る
よ
う
努

め
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
投
稿
作
品

は
全
部
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
(
係
よ
り
)

次
・
回
・
作
・
晶
・
募
・
集

六
月
五
日
締
切

川
柳

一
人
一
旬

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

七
月
五
日
締
切

俳
句

一
人
二
句

宛

先

生

名

丸

山

香

月

MUS04
テキストボックス
かつうら歌壇

MUS04
スタンプ
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「
ほ
か
に
あ
り

さ
ん

や
品
、

B

A

苦
し
め
ま
し
た
。

自
分
が
言
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と

分
か

っ
て
い
る
の

に
な
か
な
か
言
い

だ
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。で
長
「
こ
の
ま

ま
な
ら
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。
い
じ
め

は
な
く
な
ら
な
い
」

と
い
う
思
い
が
私

に
手
を
あ
げ
さ
せ

ま
し
た
。 

グ
サ
ッ
と
な
に
か
が
つ
き
さ
さ
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
涙
が
で
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
本
当
に
も
う
絶
対
に
人
を
い
じ
め

な
い
。
人
の
気
持
ち
に
な

っ
て
考
え

る
ん
だ
」
と
自
分
の
心
に
決
め
ま
し

た
。
私
た
ち
が
今
ま
で
し
て
き
た
こ

と
は
い
く
ら
あ
や
ま

っ
て
も
消
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
心

も
深
く
き
ず
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
心

の
傷
も
、
も
う
人
を
き
ず
つ
け
た
り

し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。も

し
、
自
分
が
反
対
の
立
場
だ

っ

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
ま
し

た
。
私
は
悪
口
を
毎
日
言
わ
れ
た
ら

学
校
に
来
ま
せ
ん
。
無
視
さ
れ
た
ら

学
校
に
来
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
い
じ
め
ら
れ
る
人
は
強
く
、

す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
毎
日

学
校
に
来
て
も
決
ま

っ
て
い
じ
め
ら

れ
る
の
に
ど
う
し
て
学
校
に
来
れ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

「
私
は
な
に
も
し
て
い
な
い
。
ど
う


し
て
い
じ
め
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
か


っ
た
。
で
も
、
こ
こ
で
逃
げ
る
と
も


っ
と
い
じ
め
ら
れ
る
。
き
っ
と
み
ん


な
が
分
か

っ
て
く
れ
る
時
が
く
る
と


思
っ
て
い
た
」


と
話 

て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の


集
会
で
い
じ
め
て
い
る
人
よ
り
も
い


じ
め
ら
れ
て
い
る
人
が
が
ん
ば

っ
て


L

い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
い
じ
め
ら
れ
で
も
負

け
ず
に
が
ん
ば

っ
て
い
る
姿
が
す
ご

く
美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

い
じ
め
は
一
人
で
は
な
く
せ
ま
せ

ん
。
み
ん
な
が
本
当
の
気
持
ち
で
ぶ

つ
か
る
と
、
き

っ
と
分
か

っ
て
く
れ

ま
す
。
私
は
本
当
の
気
持
ち
で
ぶ

つ

か
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
こ
の
集
会
で
は
自
分
そ
の
も

の
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
涙
を

流
し
な
に
を
い

っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
か

っ
た
け
ど
も
、
自
分
そ
の
も
の

だ
か
ら
み
ん
な
が
分
か
っ
て
く
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
を
気
に
し

て
人
を
き
ず
つ
け
て
い
た
私
が
た

つ

た
二
時
間
の
集
会
で
変
わ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
い
や
な
思
い

を
す
る
人
が
い
な
い
よ
う
に
時
々
集

会
を
聞
い
た
り
、
い
じ
め
て
い
る
人

が
い
た
ら
注
意
し
て
い
き
た
い
で
す
。

注
意
し
て
分
か

っ
て
く
れ
る
か
は
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
い
や
な
思
い
を
す

る
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
「
や

め
た
ら
」
の
一
言
で
す
。
勇
気
を
出

し
て
い
つ
ま
で
も
言
い
続
け
た

い
で

す
。(全

国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
)

「
は
い
ど
う
ぞ」

と
い
う
生
徒
会
長
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、

私
は
口
を
聞
き
ま
し
た
。

「
私
は 

君
を
い
じ
め
て
い
ま
し
た
。

A

み
ん
な
が 

君
を
あ
だ
な
で
呼
ん
で

い
る
か
ら
、
私
も
い

っ
し
ょ
に
な

っ

て
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

君
は
す
ご

く
つ
ら
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
あ
だ
な
で
呼
ん
で
す
い
ま
せ
ん
で

し
た
」

言

っ
て
い
る
時
、
涙
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
流

A

B

B

B

れ
て
き
ま
し
た
。
な
ん
で
涙
が
出
る

ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
自
分

に
腹
が
た
つ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
私
が
言

っ
た
後
、

み
ん
な
も
自
分
が
今
ま
で
し
て
き
た

こ
と
を
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る

人
が

B

ま
せ
ん
か
」

「
私
は
今
ま
で 

さ
ん
の
こ
と
は
気

と
い
う
生
徒
会
長

の
声
が
私
の
胸
を

に
も
か
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
話

し
か
け
た
り
せ
ず
、
み
ん
な
が
悪
口

を
言
っ
て
も
止
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

B
さ
ん
が
教
室
に
い
る
か
い
な
い
か

分
か
ら
な
い
く
ら
い
に
し
た
の
は
私

た
ち
で
す
」

し
か
も
、
そ
れ
が
あ
た
り
前
の
よ
う

に
な

っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
、

B

「
今
ご
ろ
に
な

っ
て 

さ
ん
が
許
し

て
く
れ
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
、
自
分
は
気
づ
き
な
が
ら
も

そ
の
人
の
気
持
ち
を
無
視
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
人
の
気
持
ち
を
考
え
る

と
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
年
の
と
き
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
一

人
だ

っ
た
の
で
す
。
本
当
に
す
ま
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

と
言
い
ま
し
た
。
言
葉
で
言
っ
た
ら

た
っ
た
一
言
の
す
ま
な
か

っ
た
で
す

が
、
こ
の
一
言
に
は
私
の
気
持
ち
の

す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

で
も
、 

さ
ん
に
は
こ
の

一
言
以
外

他
に
言
う
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
の
ま
ま
何
か
言
い
続
け
て
く

だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
ら
、 

さ
ん
に

向
か

っ
て
涙
を
流
し
な
が
ら
す
み
ま

せ
ん
で
し
た
の
く
り
返
し
だ

っ
た
と

思
い
ま
す
。
気
づ
き
な
が
ら
も
、
何

も
し
な
か

っ
た
自
分
に
す
ご
く
腹
が

た
ち
ま
し
た
。
私
は
今
ま
で
、
「
み
ん

な
が
す
る
か
ら
し
て
い
る
、
そ
う
し

な
い
と
自
分
も
い
じ
め
ら
れ
る
。
ど

う
で
も
い
い
や
」
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
。
で
も
、
こ
れ
は
自
分
か
ら
に

げ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ

っ
た
の
に
、
な
、
ぜ
、
も

っ
と

早
く
そ
の
気
持
ち
の
方
に
行
か
な
か

っ
た
の
か
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
弱
か

っ
た
の
か
分
か
り
ま
し
た
。

三
年
生
の
人
が
次
々
に
手
を
あ
げ


み
ん
な
が
涙
を
流
し
な
が
ら
自
分
の


思
い
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な

も
私
と
同
じ
気
持
ち
だ

っ
た
の
で
す
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
た 

さ
ん
が

「
私
は
今
ま
で
い
じ
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
最
初
は
つ
ら
か
っ
た
け
ど
今

は
も
う
な
れ
ま
し
た
」

と
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、

私
の
胸
に

回
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く
、
長
い
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
が
、
待
望
の
新
機
種

を
近
く
購
入
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

-
場
所
改
善
セ
ン
タ
ー
相
談
室

・
お
問
い
合
せ
先

改
善
セ

ン
タ
ー

溝

内

次

代

二
ー
三
三 
O
O

一一
 

|
二
三
八
五

ダ
ン
ベ

ル
体
操
が
テ
レ
ビ
等
で

大
好
評
な
の
で
、
健
康
増
進
室
に

ダ
ン
ベ
ル
を
三
組
備
え
付
け
い
た

?
レ
宇
品 

I
v
h
~

。

一
日
十
分
の
ダ

ン
ベ
ル
体
操
で

十
歳
若
い
心
身
を
作

っ
て
く
だ
さ 

=。 
-しV

当
初
の
電
動
ラ
ン
ナ
ー
が
や
や

小
型
で
あ

っ
た
た
め
、
故
障
が
多

手話講座受講者募集

O
八
八
六 

(五
四 
)
七
七
九
九
で
す
。

l
ド
番
号
表
は
税
務
署
や

l
ド
番
号
は
、
電
話
帳

な
お
、
コ

-
日
時

-
場
所

〈主
催
〉 
A
E
T

り
絵
展
で
す
。

〈出
展
者
〉
代
表

-
日
時

税
金
電
話
相
談

生
徒
た
ち
ゃ
地
域
の
人
た
ち
と
大

い
に
交
流
を
深
め
た
い
と
、
昨
年
上

演
し
て
大
変
好
評
を
博
し
た
県
内
在

住
の
外
国
人
英
語
指
導
助
手
の
皆
さ

ん
に
よ
る
英
語
劇
で
す
。O

六
月

一
日

午
前
十
時
三 

分
か
ら

改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(県
内
外
国
人
英

語
指
導
助
手
)
有
志
グ
ル

ー
プ

勝
浦
中
学
校

誰
で
も
手
軽
に
貼
れ
る
和
紙
ち
ぎ

大

田

泰

子

中
津
八
重
子

溝

内

次

代

六
月
一
・
二
・
三
日

O

午
前
八
時
三 

分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

税
金
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
あ
な
た

電
話
で
税
金
相
談
が
で
き
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
音
声
又
は
フ

ァ

ク
シ
ミ
リ
で
お
答
え
し
ま
す
。

お
聞
き
に
な
り
た
い
内
容
が
約
六
百

項
目
収
録
さ
れ
て
お
り
利
用
方
法
も
簡

単
で
す
。

ま
た
、
利
用
時
間
は
、
毎
日
六
時
か

ら
二
十
四
時
で
日
曜
・
祝
日
も
利
用
で

き
ま
す
の
で
、
忙
し
い
あ
な
た
の
お
役

-R



に
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

電
話
番
号
は
、 

役
場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
主
な
コ

ン
..;;----

-R



(
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l
)

¥ノ

¥d  

ハロ 

1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

次のとおり手話講座受講者を募

集します。受講を希望される方は，

役場住民福祉課(宮� 2-2511) ま

でお申し込みください。

・講習期間

平成� 8年� 7月から週� 1回(月曜日)

午後 6時30分から 8時まで(予定)

・会 場

勝浦町住民福祉センター

・受講資格

ボランティア活動に理解があり，

手話奉仕者として活践できる方

・申込受付期間

平成� 8年6月14日(到まで

・受講料 無料

※なお，受講者が少ない場合は開

講できませんので，ご承知おきく

ださい。� 

四
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児童扶養手当� •特別児童扶養手当制度を

ご存じですか。


‘、

児童手当現況届の提出は

ら月28日までにP
児童手当を受給されている方は.

「現況届」を� 6月28日までに住民福

祉課へ提出してください。

この届け出は.引き続き手当を受

けられるかどうかを決める大切なも

のです。

引き続き受けられる資格があって

女
児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
等
で
父
の

い
な
い
児
童
や
両
親
の
い
な
い
児
童
な
ど
父
と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
を
監
護
・
養
育

し
て
い
る
方
に
そ
の
児
童
が
十
八
歳
に
達
し
た

年
度
末 

(身
体
障
害
児
に
つ
い
て
は
満
二
十
歳 
)

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
手
当
を
受
け
ら
れ
る
方
は

次
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
し
て
い
る
お
母
さ

ん
や
養
育
し
て
い
る
お
母
さ
ん
以
外
の
祖
父
母
、

お
じ
、
お
ば
、
兄
弟
そ
の
他
の
方
で
す
。
た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
こ
の
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

マ
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
マ
父
が
死
亡
し
た

児
童
マ
父
が
重
度
の
障
害
の
あ
る
児
童

マ
ハ
メ
が
生
死
不
明
な
児
童
マ
父
が

一
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
児
童
マ
父
が
一
年
以
上
拘
束

〆戸、、

~\ 

rーーー� 

します。� 

回

も「現況届」を提出しないと.� 6月

分からの手当を受給できなくなりま

すのでご注意ください。

なお，該当者には後日通知します。

また，現在児童手当を受給されて

いない万で.� 3歳未満の児童がある

万は，請求により第� 1・2子� 5千円.

第3子以降� 1万円を支給します。

ただし，所得制限により却下にな

ることもありますので，ご了承くださ

さ
れ
て
い
る
児
童

マ
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
ま
れ
た
児
童

※
な
お
、
こ
の
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

よ
う
に
な

っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
す
る
と
、
手
当
の
認
定
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

責
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

。
受
給
者

父
、
若
し
く
は
母
が
障
害
児
を
監
護
す
る
と

き
、
又
は
父
母
以
外
の
者
が
障
害
児
を
養
育
す

る
と
き
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
対
象
と
な
る
児
童

二
十
歳
未
満
で
あ

っ
て
、
政
令
に
定
め
る
程

度
の
障
害
が
あ
る
者

た
だ
し
、
児
童
が
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
児
童
自
身
が
年
金
受
給
者
で
あ

る
場
合
は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

受
給
者
や
配
偶
者
の
所
得
が
制
限
額
以
上
の
場

合
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【国民年金から】�  

繰上げ請求は， 慎重に	 老齢基礎年金繰上げ、.繰下げ請求

①一度繰上げ請求をすると取り消しはできず，	 老齢基礎年金は，原則として65歳から支給されますが，希望す

一生減額されたままで，� 65歳にな っても満 れば60歳から� 64歳の聞でも支給開始年齢に応じて減額された年金

額の年金額は支給されません。 を受けることができ ます。

②厚生年金保険や共済組合の加入期間のある	 また，� 66歳から� 70歳の聞に支給開始年齢を遅らせて，増額され

人に支給される特別支給の老齢(退職)年 た年金を受けることもできます。� 
700，476 1. 

金が，� 65歳まで支給停止になります。	 「ーーー� 

③遺族厚生(遺族共済)年金を受けている人	 1.288，200 

は，� 65歳まで支給停止になります。 1.123却。� 「� 

④寡婦年金を受けている人は，受給権が消滅	

⑤65歳前に障害者や寡婦とな った場合，障害

基礎年金や寡婦年金は支給されません。

⑤繰上げ請求後に就職し，厚生年金保険・共

済組合に加入すると，退職するまで� (65歳)

まで)老齢基礎年金は，支給停止になりま

す。� 

⑦60歳から� 65歳までの任意加入はできません。 62歳� 63歳 64歳� 65歳� 66議� 67歳� 68歳� 69歳� 70局長� 

MUS04
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②ゐ之宮⑫� 
1=-:'可P 
I.t:;~ ~ 

¥J  

¥ J  

n

u

企 総合健診のようす� 

6月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ

日 日程 内 ?f士p 受 付時間�  j~ 所 支ぜ 象 者
持参する

も の他�  

4 火
予防接 種相談及び

個別接種関係 書類 配布�  
9 : 00~16:00 農村婦人の家 生 後 �  3 ~ 90月未満

印鑑

母子健康手帳� 

6 木 総 ぷb、 健 康 診 査ロ 8 :00~ 10 : 30 
今山ふれあい

交流館
満 40歳以上の 一 般住民

問診票

健康手帳� 

7 金
予 防接種相談及び

個別接種関係 書類 配布�  
9 :00~ 16:00 

農村環境改善

センター
生 後 �  3 ~ 90月未満

印鑑

母子健康手帳� 

13 木� A 健 康 よJ圭ロ ト' 査ロ 8 :00~ 10:30 山西集会所 満 40歳以上の 一 般住民
問診票

健康手帳� 

19 水� *;g メロb、 健 康 診 査� 8 :OO~10 :30 石原集会所 満 40歳 以 上 の 一 般住民
問診票

健康手帳� 

21 金� 2 歳児健康診査 1 3:30~ 14:30 勝浦病院�  
H 6 . 3 . 1 ~ 6. 30までに

生まれた子

母子健康� 

手帳�  

26 水 健 康 中目 言炎� 10:OO~11:30 勝浦会館 市生 住 民

満40歳以上の一般住民

健康手帳� 

問診 票

健康手帳� 
27 木 総 ぷロk 健 康 圭関人:<' zフ!i:� 8 :00~ 10 : 30 

農村環境改善

センター

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

総
合
健
康
診
査 

ス
タ
ー
ト

総
合
健
康
診
査
は
、
身
体
の
あ
ら
ゆ
る
健
康
診
査
を

同
時
に
実
施
し
、
増
加
し
続
け
る
心
臓
病
、
が
ん
、
脳

卒
中
、
糖
尿
病
、
肝
臓
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
治
療
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
健
康
状

態
を
総
合
的
に
診
断
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
壮
年
期
か
ら

の
健
康
づ
く
り
を
図
り
、
将
来
の
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
も
行
う
も
の
で
す
。

料
金
は
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
町
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
及
び
満
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
受
付

時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
八
年
度
は
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
間
に
各
愛

育
班
の
方
た
ち
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
十
五
か
所
で
実

施
し
ま
す
。

な
お
、
大
腸
が
ん
検
診

(二
日
間
便
の
潜
血
反
応
を

み
る
)
は
勝
浦
病
院
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

料
金
は
千
円
で
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
総


合
健
康
診
査
申
し
込
み
時
に

一
緒
に
・お
申
し
込
み
く
だ


さ
い
。
後
日
容
器


を
お
渡
し
し
ま
す


の
で
、
個
々
に
勝


浦
病
院
受
付
へ
料


金
と
と
も
に
持
参


し
て
く
だ
さ
い
。


(
注
意
)

胃
検
診
、
基
本

健
康
診
査
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
当

日
何
も
食
べ
ず
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

健診の種類 内� t合， 料金

心電図，血圧測定

基本健康診査 血液検査，尿検査 無料

眼底検査など

胃 中食 診 青透視(バリウムによる)� 800円

結核検診 レントゲン� 100円

肺がん検診 レントゲンと略疾検査� 600円

回
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むし歯を予防するには?� 

3つのうち� 1つなくなればむし歯は


できません。


①砂糖はひかえめに

|附 …歯lこl
、、


M

O

i
F
A

/ヘ

③歯こうをとる

(歯ブラ刈うじ|
などで歯こうを除き} ひっつきやすい菓子� j

やアメ

個
別
予
防
接
種
相
談

及
び
関
係
書
類
の

配
布
に
つ

れ
て

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
予

防
接
種
を
受
け
る
人
が
健
康
状
態
に

合
わ
せ
て
接
種
を
受
け
る
、
ま
た
、

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
な
ど
の
観
点

か
ら
接
種
の
方
法
が
集
団
接
種
か
ら

個
別
接
種
へ
と
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
も
四
月
の
広
報
「
か
つ
う
ら
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
六

月
か
ら
個
別
接
種
が
実
施
で
き
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
で
は
、
個
別
接
種
を
実


施
す
る
に
あ
た
り
、
保
護
者
の
方


々

へ
説
明
、
相
談
を
行
う
と
と
も
に
関


係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。


配
布
日
程
に
つ
い
て
は
、
該
当
者

へ
の
通
知
並
び
に
右
記 
ρ

み
ん
な
の

健
康 

に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

六
月
四
日 

十
日

i

歯
の
衛
生
週
間

歯
の
病
気
と
い
え
ば
、
誰
も
が
思

診
査
で
歯
科
診
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
歯
科
診
査
結
果
で
む
し
歯
を
持

で、

三
歳
児
歯
科
診
査
の
結
果
で
は
、

六
十
四
人
中
四
十
四
人
で
、
六
八

・

八
計
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
間
が
む

し
歯
対
策
の
要
注
意
時
期
で
あ
る
と

も
言
え
ま
す
。

歯
の
健
康
の
基
本
は
子
供
時
代
に

始
ま
り
ま
す
。
乳
歯
は
生
え
か
わ
る

か
ら
と
安
心
せ
ず
、
丈
夫
な
歯
と
健

康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
、
乳
歯
の

う
ち
か
ら
手
入
れ
を
き
ち
ん
と
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
む
し
歯
を
放
置
す
る
と
食

物
が
き
ち
ん
と
か
め
ず
、
必
要
な
栄

養
が
摂
取
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
成
長
・
発
達
も
著

ノ。

レ 

し
い
時
期
で
あ
る
と
共
に
、
し
っ
か


り
食
物
を
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
ア
ゴ


や
顔
の
骨
、
筋
肉
の
正
常
な
発
育
を


促
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。


ま
た
、
乳
歯
の
下
で
は
永
久
歯
が


最
後
の
仕
上
げ
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
よ


っ
た
子
ど
も
は
、
平
成
六
年
度
結
果

り
密
に
沈
着
さ
せ
る
作
業
を
し
て
い

は
四
十
三
人
中
二
人
で 
0
・ 

五
切
れ

る
た
め
、
む
し
歯
を
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
と
、
せ

っ
か
く
は
え
た
永
久
歯

も
生
涯
使
え
な
い
も
の
と
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ほ
か
に
歯
は
、
正
し
い
発
音
を
覚

え
た
り
、
時
に
は
む
し
歯
が
血
管
を

通
じ
か
ら
だ
の
あ
ち
こ
ち
に
行
く
と
、

そ
れ
が
も
と
で
腎
炎
や
心
内
膜
炎
な

ど
の
病
気
を
お
こ
す
原
因
と
な

っ
た

り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
む
し
歯
は
、
歯
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯

予
防
に
十
分
心
が
け
、
笑
顔
の
で
き

ど
も
に
対
し
家
族
で
む
し
歯
予
防
は

や
れ
ば
で
き
る
と
答
え
た
お
父
さ
ん

で
は
四

一
切
れ
の
人
が
、
ま
た
お
母
さ

ん
で
は
六
六
軒
と
な

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
家
族
の
愛
情
の
中
で

育
っ
て
い
き
ま
す
。
時
期
に
あ

っ
た

か
し
つ
け 
μ

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
、

本
当
の
愛
情
だ
と
思
い
ま
す
。

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
聞
は
、

む
し
歯
予
防
週
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
に

一
度
は
、
親
子
で
歯
の
点
検
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

る
子
ど
も
さ
ん
に
育
て
て
あ
げ
ま
し

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
、
日
常

い
浮
か
べ
る
の
が
む
し
歯
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
で
は
、

一
歳
六
か
月
児
の
健
康

生
活
の
う
ち
で
歯
み
が
き
を
す
る
。

ま
た
、
お
や
つ
の
と
り
か
た
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
な
ど
は

家
庭
で
気
配
り
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
一
歳
六
か
月
児
の

歯
科
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
子

! ，� ましょう。

糖

むし歯はどのようにして

できるのでしょう� P

歯についたよごれの中の

糖を細菌が食べる� 

細菌が酸を出す� " 

"
酸が菌をとかす

fて
むし歯菌l

むし歯

②強い歯を作る

(バランスのとれた栄養/フY素塗布などで� i

むし歯になりにくい歯をつくりましょう 。 ，

固
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国民健康保険税2割軽減制度について
 
号軽減)

女軽減される額は

その年の保険税の総額は，次のとおりに振り分けて計算し，それぞれ合計した額が，世帯がその年に

納める保険税となります。
「一一一この2つの合計金額の20%が軽減されます。

所得割 均等割 平等割 資産割
世帯の収入に応じて計算|世帯の加入者数に応じて計算|一世帯にいくらと計算|世帯の資産に応じて計算

女軽減される条件は� ③か⑤以下の額の世帯が該当します。� 

③ ⑤ 

〈一口得所の
者

主

保

被 険

帯
+
の世

帯

世

世

その

-+l 
(33万円)� +34万円×被保険者の人数< 

(ただし，前年からの所得が著しい変化等により，町長が減額が適当でないと認めた場合は，除かれます)

女軽減を受けるための手続きは� 

2割軽減に該当する世帯へは，役場から申請書の様式を送付しま� 

~ す。必要事項を記入・押印のうえ，締切日までに役場税務保険課ま

で提出してください。

提出がない場合は，軽減が受けられませんので，ご注意ください。•
4
1
n
4

，，
は

は

っ

滅

滅

に

↓号

号

の
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厚
-
¥
つ
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高額療養費の自己負担限度額の改定(平成8年6月診療分から)

局主 の 者
低所得者(市町村民税の非課税

者や生活保護法の要保護者)� 

一般的な高額療養費� 
63，000円

(今回改定) G 
63，600円

35，400円� (据え置き)� 

回
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平成� 8年度 徳島県警察職員募集案内
警 察官

試験区分
男 子 警 軍川J

司呂，
淀-

ι. 

婦 人警察官
警察官(必 警察官(り 警察官(鴎

受

草食

資

格

等

生年月日� 
S 42.4 . 2から� 

S 50.4 . 1まで� 

S 42.4 . 2から� 

S 49.4 . 1まで� 

S 42.4 . 2から� 

S 54.4 . 1まで

学歴等

四年制大学等を卒業また

は平成� 9年� 3月31日まで

に卒業見込みの方

四年制大学等を卒業また

は平成� 8年� 9月30日まで

に卒業見込みの方で，平

成� 8年10月 1日(予定)採

用に応じられる方

四年制大学等を卒業また

は平成� 9年� 3月31日まで

に卒業見込みの方を除く

区分 な し

身体基準

身長� 160cm以上

体重� 47回以上

胸囲� 78cm以上

身長� 155cm以上

体重� 45旬以上

視力 両眼とも，裸眼視力が0.6以上，または矯正視力がl.0以上であること

色覚正常であること

受 付期間�  5 月 16 日(木)~ 6月10日(月� ) 8 月 21 日(水)~ 9月13日幽

次� 
試
験

試験日�  7月14日(日)� 10月6日(日� )

dzkz 1易 徳島東警察署 未 ，疋ー.... 

試験内容 教養試験，論文試験，身体・体力検査 教養試験，作文試験，身体・体力検査(予定)

2 警 察事務

試 験区分
上 キ及 初 級

警察事務 婦人補導員 警 察 事 務 �  

受験資格�  
S 42.4 .2から� 

S 50.4 . 1まで� 

S 36. 4 . 2から� 

S 50.4 . 1まで

S 48.4 .2から� S 54.4 . 1まで

※四年制大学等を卒業または平成� 9年� 3月31日まで

に卒業見込みの方を除く

受 付期間�  5 月 16 日(木)~ 6月 3日(月� ) 8 月 21 日(水) ~ 9月9日伺� )

次� 
試
験

一
試験日�  6月30日(日)� 9月29日(日� )

lヱb耳、 場
徳島大学総合科学部(徳島会場)

中央大学理工学部(東京会場)
未� F疋..... 

試験内容 教養試験 ・専門試験 教養試験 ・適性試験(予定)� 

※詳しいことは，徳島県人事委員会 宮� 0886-21-3212 徳島県警察本部警務課人事係 官� 0886-21-2953(直通)

戸 『

f¥  

回

。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
疑
者

オウム真理教

特別手配被疑者の


検挙に


ご協力をえ/


あなたのそば‘にいませんか。

どんな小さな情報でもお寄せくだ

さい。

※フリーダイヤル� 0120-006024 

(オウム24時)でも受け付けて

おります。

警 ネ見 庁

。
公
証
役
場
事
務
長
投
致

監
禁
致
死
事
件
被
疑
者

。
新
宿
駅
便
所
内
毒
物
使
用

殺
人
未
遂
事
件
被
疑
者
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オウム真理教　特別手配被疑者の検挙に
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教室名 実 施 日 時 間� 

6 13 20 27 
陶 ーコ争+=ta 午後� 7:30~ 

木 木 木 木� 

7 21 
着付け 午後� 8: OO~ 

金 金� 

6 13 20 
手 ーz争z+M・ 午後� 7:OO~ 

木 木 木� 

12 19 26 
踊 り 午後� 8:OO~ 

7.1'<. 7.1'<. 7.1'<. 

5 20 
生け花 午後� 8:OO~ 

7.1'<. 木� 

7 14 21 28 
習� F子--- 午後� 7: OO~ 

金 金 金 金� 

13 20 29 木眼目は午後� 1H寺

大正琴 土日程日は

木 木 土 午後 6時30分から� 

あなたの声が道づくりにいかされます。

渋滞，高速道路，身の回りの道につい
v-Bu---

〆d、、
， 

¥-' 

回

¥
大
字
沼
江
字
黒
岩

/

石

井

町

¥
大
字
棚
野
字
西
久
保

/

徳

島

市

¥
大
字
三
渓
{
子
平

/

阿

南

市

中
村

芳

生

さ

ん

(沼
江 
) 

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

匿

名 

(横
瀬 
)

大
字
三
渓
字
三
月
田
西
原
ツ
タ
ヱ 

(η
歳
)

大
字
中
角
字
前
山
早
岡
久
男
(
加
歳
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

大
字
棚
野
字
桧
岡
坂
田
年
春
(
幻
歳
)

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
字
三
渓
{
子
樫
湖
中
田
忠
夫
(
河
歳
)

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善

意

助
役
・
収
入
役
の
再
任

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

次
の
と
お
り
、
五
月
十
六
日


4
月
同
日 
1
5
月
日
日


付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。


助

役

早

川

進


牧
野
文
則
さ
ん
(
横
瀬
)

収

入

役

長

町
豊
秋

岡
本
佳
誉
子
さ
ん

(黒
岩
)

4
月
刊
日 
1
5
月
日
日

(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

て発見してみませんか? 友前片山伊森

道に対する意見を� '21世紀のみちを考える
成田山田勢上

委員会」までお寄せください。

建設省の諮問機関である道路審議会では� '21世紀のみちを

考える委員会J (森地茂委員長〈東京大学教授))を設け，これか

らの道づくりについて広くみなさんの意見，提案を求めていま

す。

このため，提案の仕方などを紹介した，キックオフ・レポー

ト」を希望者の方に差し上げています。

「キックオフ ・レポート」では，渋滞，高速道路料金，身の

回りの狭い道などの重要なテーマを紹介し，それぞれのテーマ

について， さまざまな方の考え方が紹介されています。あなた

孝

好
マ
サ
子

一

裕

左
知
子

哲

也
恵

美

が共感する考え方や自由な意見 ・提案をお寄せください。(意

見・提案は郵送の他，� FAX，電子メールでもお出しいただけ

ます。)

「キックオフ・レポート」を入手したい方は， 以下にお聞い

合わせください。

女問い合わせ先

・建設省四国地方建設局道路計画第一課� TEL0878-51-8061 

.。� 。 徳島工事事務所調査第二課� 

TEL0886-54-2211 

・徳島県土木部道路建設課� TEL0886-21-2561 

夜間救急当番表�  勝浦会館 6月行事

6月1日 勝浦病院 �  2-2555 

6月3日 上勝診療所� 6-0302 

6月5日 勝浦病院 �  2-2555 

6月 7日 山 西 医院�  2-3027 

6月⑨日 勝浦病院�  2-2555 

6月11日 湯浅医 院 �  2-2003 

6月13日 勝浦病院�  2-2555 

6月15日 赤岩医院�  2-2006 

6月17日 勝浦病院�  2-2555 

6月19日 上勝診療所� 6-0302 

6月21日 勝浦病院�  2-2555 

6月⑫日 山 西 医院�  2-3027 

6月25日 勝浦病院�  2-2555 

6月27日 湯浅医 院 �  2-2003 

6月29日 勝浦病院�  2-2555 

⑨⑨ 
心配ごと相談� 

-日時 6月7日(創� 

6月14日(創� 

6月21日(創� 

6月28日(剣

-時間

午前10時~午後� 3時

・内容

人権・行政・厚生・福祉

・場所

住民福祉センター� 2階

|平…ーりまi
すので，お気軽にお問い}

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで 合わせください。� J
休日 午後� 7時から翌朝� 9時まで� 
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